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R 村の ピエル • フォンの 城主 を 夏の 間に 訪問す る 約 

束だった が、 貧しい 生活に のみ 囚 はれて ゐる私 は、 決 

して それだけの 余暇 を 見出す 事が 出来ずに ゐる 間に、 

世 は 晩秋の 薄ら 寂しい 候であった。 私の 尊敬す る 先輩 

の 藤 屋八郎 氏 は、 欧洲 中 世紀 文学の 最も 隠れた る 研究 

家で、 その 住居 を 自ら ピエル. フォンと 称んで ゐ た。 

が、 藤 屋氏は 近々 永年の 「城 住ゐ」 を 打 切って 新 生活 

(何ん なかた ちの もの か をお そらく 私に は 想像 も 及ば 

ない) に 入る とい ふこと を 聞いた ので、 是非とも 私 は 



今のう ちに 訪れて、 あの 素晴らしい 家に 名残 を 留めて 

置きたかった ので ある。 

或 日 私 は、 思 ひ 立って 藤 屋氏を 訪問す るた めに 新 宿 

を 起点と する 小 田 原 行の 急行 電車に 軽装の 身を投じた。 

終点の 三つ 四つ 手前の K とい ふ 小 駅で 電車 を 降りて か 

ら、 藤屋 氏の 村まで は 二 里の 田圃 道 を 過ぎ、 河 沿 ひの、 

野 花の さかんな 堤 を 一 直線に 凡そ 一 里 近く 溯り、 更に、 

昼な ほ 薄暗い 森が あるかと 思 ふと、 急に 明るい 広々 と 

した 芝の 野原に 出て、 この 芝生 を 歌 をうた ひながら 駆 

け 抜ける と、 此度は 物凄い す、 きの 蓬々 と 生ひ繁 つた、 

全く 芝居め いた 古寺の ある 荒野に 入る —— この辺り で 



は屢々 婦女の 遭難が 伝 へられる —— そして 滑り易い 赤 

土の 憂鬱な 坂 を 注意 深く 昇って、 小山の 頂きに 出て、 

漸く R 村が 指呼の 彼方に 現 はれる の だ。 

私 は、 K 駅の 近くの 塚 田 村に 住んだ ことがあ るので、 

此 あたり 一帯の 地理に は 詳しかった が、 単独で この 道 

を R 村へ 向 ふの は 今日が おそらく はじめて、 V あった。 

私 は、 塚 田 村に 立 寄って、 知合 ひの 水車小屋から 一頭 

の 馬 を 借り出した。 

斯う 日脚の 短くな つた 今日 此頃 のこと では、 相当 脚 

を 速めて 進まぬ と、 鬼 塚の 峠 あたりで 日 暮に出 遇 ふか 

も 知れない —— と 私 は、 水車小屋の 主に 注意され たの 



で、 私 は 駒の 手綱 を 引き締て、 脇 眼 も 触れずに 路を急 

いだ。 

遥行 手の 丘々 の 彼方に 大山 脈の 連峰が 紺碧の 秋 空に 

くっきり ときり 立って ゐる R 村 は、 その 連峰の 一 つで 

ある ャグラ 岳の 麓に 蹲 まって ゐ るの だ。 —— 私 は、 予 

て 訪問の 時には 通知 を 出して おく 約束 を 無視して 出発 

して 来た ことに 軽い 後悔 を覚 へながら、 長い 田圃 道 を 

行 過ぎた。 出 ぶれ をして 置けば、 迎 への 馬車が K 駅 迄 

は 仕立てられて ゐ たのに —— と 思 ひながら、 秋草の 咲 

き 競 ふて ゐる 河原 堤 を 溯った。 単独で R 村 を 訪問す る 

の はこれ が 始めて ぢ やなかった か 知ら？ などと 考へ 



ながら、 小暗い 森 を 駆け抜けた。 芝の 野原に さしかか 

つた 時には、 何とい ふこ ともなし に 過ぎ去った 恋の 思 

ひ 出な どに 脳裏 を かすめられ たが、 駒の 鬣に 顔 を 埋め 

て 全速力で 疾走した。 鞍から 飛び降りて、 赤土の 径を 

手綱 を 引いて 先に 立ちながら、 曾て 藤屋 氏が 町の 歌妓 

に 想 ひ を 寄せて 夜に 日 を 継いで、 この 径を通 ひ 詰めた 

頃の 事な ど を 回想した。 辻堂の あるす、 きの 原に 差し 

か、 つた 時には、 ヒュウく と 空に 鞭 を 鳴らして、 一 

刻 も 速く R 村に 到達し ようと 念じた 他に 想 ひ は 無で あ 

つた。 

幾 曲り 幾 折に して、 漸く 私 は 第二の 丘の 頂きの 鬼 塚 



と 称ぶ 空 怖ろ しい 名称の 峠に 行き着いた 時 は、 案外の 

速力で あ つた、 めに、 日 は 未だ ャグラ 岳の 真上に 高く 

傾いた だけの 明るい 眺めであった。 

二 

谿 流の 横た はる 谷間 を 越へ た 森の 背後が R 村で ある。 

私 は 掌 を 額に 翳して 遥の 彼方 を 見 降した が 未だ 村 は 見 

へなかった。 獵 銃の 音が 稀に 響いて ゐた。 私 は 手綱 を 

曳 いたま、、 もう 落つ き 払って 坂道 を 降り、 街 を 過ぎ 

野 を 往き丘 を 越へ、 我等 は 行く よ、 青き 火の 炎 ゆる 祭 



筆致 や 形容詞に 依って、 実在の ピエル • フォンの 堂々 

たる 古城の 有様 を 連想され ぬ こと を 祈る。 山 合 ひの 木 

立に かこまれた 最も 簡素な —— その 幾つかの 棟 は槌と 

鋸 を 渡されたならば 私に でも 建てる ことが 出来さうな 

その 程度の、 だが 飽くまで も だゝッ 広い 庵 を 想像され 

る だけで 充分 だ。 そして、 名称 だけが 物々 しい 幾 棟 か 

の アバ— トが、 その 昔 偉い 代官が 住んだ ま、 と 伝 へら 

れる 薄暗 い 母屋 を とりま いて 点々 と 散在して ゐ る の だ _ 

藤屋 氏と 私の 文学 談は、 交々 に 卓上の 台 ランプの ネ 

ジをま はしながら、 何時まで 経っても 尽きさう もなか 

つた。 私達 は、 藤屋 氏の 九十 歳に 垂ん とする 母堂が 官 



許 を 得て、 手づ から 醸造され た 世に も 豊醇な 酒 を ふく 

みながら、 一 わたりの 古典文学 談に 区切が つくと、 

「君に 依つ て 実際 上 の 手 ほどき をされ た フェン シ ング 

が、 私 は 近頃 大分 自信が ついた から、 明日 は 一 つ 峠の 

野 山に 赴いて、 馬上の ままで 渡り合 ふて 見よう ではな 

I 力 -」 

「承知し ました。 —— さっき 先生が 剣 を 抱へ てお 帰リ 

になった 様子 を 見た 時、 私 は、 遂々 ラ. マン チアの 紳 

士を 連想して しま ひました ご 

「では 余ッ程 私の 容色 は 憂鬱 気 だ つたの だな。 さう だ 

らう、 もう 一 週間 以来 も 鬚 を あたる 間 もない 程の 忙し 



て 敵 はぬ ご と 眩いて 一 層 熱い 憧れの 眼を視 張って、 凝 

と 人 型の ナイト を 眺めた。 

—— 中断の かたち だが、 この 一文の 筆 は 此処で 急に 

擱く。 私 は此間 或る 雑誌で 友達に 宛てた 手紙の 一 節に、 

「田舎から 携 へて 来た 一 枚の 画、 ピエル. フォンの 古城 

の 画 を 額ぶ ちに 入れて、 壁に 掛け 病の 床から 眼 を 挙げ 

て 城内の 円卓の 騎士 達 や シャル • マ ー ニュの 兵士 等の 

アバ— トゃ 食堂 を 忍び —— 」 と 書いた が、 その 画と い 

ふの は、 翌朝 二人が 馬に 乗って 散歩に 出かける 時の 姿 

を、 門の 前で 藤屋 氏の 「ピエル • フォン」 を 背景に し 

て 氏の お嬢さんが 撮った ェ ハガキ 型の 写真で ある。 
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